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Sさん 83歳は、26歳の時に結婚し、

2人の息子に恵まれる。40年以上地元で銭湯を営み、地域の人たちに貢献してきた。ここ数年

いろいろな病気をしては入退院をくり返し、パーキンソン病症候群で思うように動けなくなっ

た…。平成30年12月ごろより 更に体調が悪化し「泊まり」のサービスも利用するようになり

嚥下も悪く、誤嚥性肺炎をくり返すようにもなった。

病院へ入院すると抑制され、管だらけとなり、だんだんと衰弱していく姿を家族は見ていら

れなかったが、老々介護での在宅療養生活はできず、迷っていたが Sさん

と 1年間一緒に過ごした職員全員が『ケアホーム希望』で最期を迎えさ

せてあげたいと 家族と相談し、退院となった。

「あんパンが 食べたいよ～」が、口癖で、腹が減ると夜中でも大声

で叫ぶこともあった。

みんなと相談し、少しでも好きなものを口から食べさせたいと、

少量づつ、誤嚥しないように食べさせた。退院してから 15日間で

あったが、亡くなる前日まで大好きな アイスクリーム等を食べ、

家族に見守られながら眠るように旅立って逝った。

希 のぞみ望

Yさん 96歳は、鉄道員だった夫と結婚し、子どもにも恵まれて幸せな日々を送っていた。

52歳の時に夫と死別し、60歳の時から娘と同居するようになる。

孫の面倒をいつもみて可愛がってくれていた Yさんが94歳の時に癌を患い手術となる。胆管に

は管が入り、胆汁をそこから排出させる。認知症もあり、その管が入ってていることを忘れて

しまうため、管が抜けないように常に管理が必要である。

2ヶ所の病院を転々とし、娘は介護の不安はあるも、家で楽しく過ごさせてあげたいと在宅

療養生活を望み、平成29年3月より『ケアホーム希望』を利用するようになり、食事の量も増

え、みるみるうちに元気になっていった。みんなと花見に出かけたり、外食や外出することで

Yさんらしい笑顔も増えた。

昨年末より病状が悪化し、『ケアホーム希望』や自宅でも点滴をすることが増えていった。

家族は「病院へ入院しても、病状の回復がないのなら自宅で最期を迎えさせてあげたい」と覚

悟を決めた。お正月は家族と一緒に自宅で無事に過ごすこともできたが、体力は低下していき

週3回の「通い」サービスの利用は週1回になり、移動することもままならない状況で、看護師

が自宅に 訪問する日々も増えた。

ある朝 孫から「おばあちゃんが苦しがっている」と、電話が

あり、すぐに看護師が 訪問すると、呼吸状態が悪く、往診医と

相談し 在宅酸素を導入した。娘はいつものように仕事に出掛け

ていたが、すぐに 帰宅するよう連絡を入れ、娘の帰りを待って

いたかのように Yさんは旅立って逝った。

『ケアホーム希望』を利用し始めて約3年目の春だった。

家族の愛に見守られて…〝大好きな自宅で〟

天国でも 美味しい〝あんぱん〟食べてね！

家族の愛に見守られて…〝ケアホーム希望で〟



私は、グループホームで介護に携わり約7年になる。『ケアホーム希望』に来る

前は、病状が悪化すると、施設入所や病院に入院となってしまい、そのまま戻っ

てこられない利用者を数多くみてきた。手を差し伸べればもっと在宅生活を続け

られたのに…と心を痛めていたところ、看護小規模多機能の募集を知った。

現在、入職して 3ヶ月目になるが、病気が悪化しても「泊まり」の

サービスを利用して入院せず元気になれる。医療ニーズが高くても 在宅

で生活が続けられることは、これまでの 私にとっては〝理想〟であった

が、今は〝現実〟として、多く学べている毎日が楽しいと感じられている。
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私たち…
これも楽しみ
だったのよね

にぎやかな所ね～
飛行機が近くで
見えるわ…

私は…
花より団子ね！

ふふふ

天気も良くて
最高だね！

後ろのセスナは

「大島」行きかい？


